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・穂揃期は

・出穂期

 

３ 今後の管理

（１）水管理

・日照不足により，充実度不足や白未熟等の品質低下や登熟歩合低下が懸念される。

・できるだけ登熟を高めるため，

・落水はできる限り遅くして登熟を高める

ため落水時期は，

・生育が，
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い年を除いた８か年の平均値を用いた。
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期を迎えた圃場は，

今後の管理 

水管理 

・日照不足により，充実度不足や白未熟等の品質低下や登熟歩合低下が懸念される。

できるだけ登熟を高めるため，

落水はできる限り遅くして登熟を高める

落水時期は，

が，平年より

 作 情 

7/25 7/27 7/29 7/31

最高 平均 最低

日7月27日7月29日7月31日

日照時間（

出穂始期(5％)

7月29日

7月29日

8月1日

3日早い
平年値は平成19～28年の10か年のうち最も早い年と最も遅

い年を除いた８か年の平均値を用いた。

日照不足，登熟

月下旬～8 月

月17日現在出穂状況

日の平年並みとなったが，出穂期～穂揃期まで

を迎えた圃場は，98.4%

・日照不足により，充実度不足や白未熟等の品質低下や登熟歩合低下が懸念される。

できるだけ登熟を高めるため，

落水はできる限り遅くして登熟を高める

落水時期は，出穂後 30

平年より遅れることが予想され

  報 ８ 

8/2 8/4 8/6

気 温

8月2日 8月4日 8月6日 8月

日照時間（hrs/日）

出穂始期(5％) 出穂期(50％)

8月1日

8月2日

8月5日

4日早い
平年値は平成19～28年の10か年のうち最も早い年と最も遅

い年を除いた８か年の平均値を用いた。

登熟遅れ，いもち防除と

月中旬:古川

日現在出穂状況〕 

日の平年並みとなったが，出穂期～穂揃期まで

98.4%となっている。

・日照不足により，充実度不足や白未熟等の品質低下や登熟歩合低下が懸念される。

できるだけ登熟を高めるため，「間断灌水等

落水はできる限り遅くして登熟を高める

30 日を目安とする。

遅れることが予想され

 号 

8/8 8/10 8/12

温 (℃）

月8日 8月10日8月12日8月14

日）

出穂期(50％)

8月1日

8月2日

8月5日

4日早い
平年値は平成19～28年の10か年のうち最も早い年と最も遅

い年を除いた８か年の平均値を用いた。

いもち防除と

古川） 

 

日の平年並みとなったが，出穂期～穂揃期まで
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いもち防除と落水時期に注意

日の平年並みとなったが，出穂期～穂揃期まで
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（２） いもち病

・感染好適日が全域的に出現し

・８月 22 

・穂いもち

・一時的な雨の合間や小雨時防除（雨中散布）の防除効果が高

を逃さないように防除する。
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いもち病 

感染好適日が全域的に出現し

22 日まで太平洋側を中心に低温や日照不足が続くため，穂いもちの発生が懸念され

穂いもちに弱い品種や

一時的な雨の合間や小雨時防除（雨中散布）の防除効果が高

を逃さないように防除する。

〔参考〕今後の気象予報

・日照時間が少ない

感染好適日が全域的に出現し

日まで太平洋側を中心に低温や日照不足が続くため，穂いもちの発生が懸念され

に弱い品種や防除を省略している場合等には，特に注意が必要で

一時的な雨の合間や小雨時防除（雨中散布）の防除効果が高

を逃さないように防除する。

今後の気象予報

日照時間が少ない確率が

感染好適日が全域的に出現しているため，

日まで太平洋側を中心に低温や日照不足が続くため，穂いもちの発生が懸念され

防除を省略している場合等には，特に注意が必要で

一時的な雨の合間や小雨時防除（雨中散布）の防除効果が高

を逃さないように防除する。 

今後の気象予報 

確率が 50%となっており

ため，圃場で発生状況

日まで太平洋側を中心に低温や日照不足が続くため，穂いもちの発生が懸念され

防除を省略している場合等には，特に注意が必要で

一時的な雨の合間や小雨時防除（雨中散布）の防除効果が高

となっており

発生状況を注意深く

日まで太平洋側を中心に低温や日照不足が続くため，穂いもちの発生が懸念され

防除を省略している場合等には，特に注意が必要で

一時的な雨の合間や小雨時防除（雨中散布）の防除効果が高

となっており，気象情報に

注意深く観察

日まで太平洋側を中心に低温や日照不足が続くため，穂いもちの発生が懸念され

防除を省略している場合等には，特に注意が必要で

があり，穂揃期

，気象情報に注意！！

観察する。 

日まで太平洋側を中心に低温や日照不足が続くため，穂いもちの発生が懸念され

防除を省略している場合等には，特に注意が必要である。 

穂揃期，傾穂期の防除適期

！！ 

日まで太平洋側を中心に低温や日照不足が続くため，穂いもちの発生が懸念される。

 

傾穂期の防除適期

。 

傾穂期の防除適期


